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1 はじめに

近年，DLNA（Digital Living Netwotk Alliance）規格

に準拠したテレビや HDDレコーダなどの情報家電が

普及している．DLNAは DMP（Digital Media Player）

が DMS（Digital Media Server）と情報交換することに

より，簡単に機器間のコンテンツ共有を実現できるこ

とから注目が高まっている．

一方，スマートフォンなどの高性能な移動通信端末

が広く普及したことにより，宅外からでもDMSに保存

されているコンテンツを再生したいという要求が考え

られる．しかし，DLNAは仕様上，同一ネットワーク

内でしか利用することができない．

筆者らはNAT越え通信と移動透過性を同時に実現で

きるNTMobile（Network Traversal with Mobility）を応

用した遠隔DLNA通信システムを検討している [1]．こ

のシステムでは，DMPのカーネルに NTMobileの機能

を追加する必要があるため，iPhoneのような機能追加

ができない一般端末には適用できなかった．

そこで本稿では，NTMobileを実装したモバイルルー

タ（以下 MR）を導入することにより，一般端末に対

応した遠隔 DLNA通信システムを提案する．

2 関連研究

遠隔 DLNA通信を実現する既存技術としてモバイル

ゲートウェイ（MGW）[2]やMobile Wormhole Device

（以下M-WD）[3]などがある．

MGWは宅外の移動端末とホームネットワーク（以

下 HNW）内の DLNA機器のパケットを中継すること

により遠隔 DLNA通信を実現する．MGWは一般端末

による遠隔 DLNA通信が可能だが，非 DLNA通信に

は利用できない．

M-WDは宅内にWD端末を設置し，宅外には同様の

機能を持つ携帯端末 M-WD が SIP シグナリングなど

によりWD間の通信経路を確立することにより，遠隔

DLNA通信を実現している．この方式では端末の移動

が考慮されていない．
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筆者らが検討している NTMobileを応用したシステ

ムでは，HNW内にNTMobileを実装したDLNA Agent

（以下 DA）と呼ぶ端末を HNW内に設置する．NTMo-

bile を実装した DMP は DA との間にトンネル経路を

構築し，DAが宅外の DMPの代理として宅内の DMS

と DLNA通信を行う．この方式は，DMPのカーネル

に NTMobileを実装する必要があり，一般端末での利

用が考慮されていない．以後，この方式を DMP改造

方式と呼ぶ．

3 提案方式

本提案方式は，NTMobileの機能を実装したMRを導

入することにより，iPhoneのような一般の携帯端末でも

遠隔DLNA通信を実現することができる．そこで，本方

式をMR追加方式と呼ぶ．図 1に提案方式のシステム構

成を示す．一般のNATとDMSが設置されているHNW

にDAを導入する．インターネット上にDC（Direction

Coodinator）を設置する．DCとは，NTMobileの機能

を実装した装置（本稿では MRと DA）の位置情報管

理，トンネル構築指示，およびMRと DAに対して仮

想 IPアドレスを割り当てるサーバである．仮想 IPア

ドレスは実際のネットワークアドレスから独立したア

ドレス空間となっており，MRが移動しても変化しな

い．このシステム構成は基本的に DMP改造方式と同

様であり，異なる点は NTMobileを実装した DMPを，

一般の DMPとMRに分離したことである．ユーザは

DMPとMRを所持しており，DMPはMRとWi-Fiで

接続し，MRは公衆無線 LANやセルラーネットワーク

を経由してインターネットに接続する．

図 2に提案方式のシーケンスを示す．DMPがDLNA

対応アプリケーションを起動すると，M-SEARCH を

マルチキャストする．M-SEARCHを受信したMRは，
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図 1: 提案方式のシステム構成
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図 2: MR追加方式のシーケンス

NTMobileを利用してDAとの間にM-SEARCH用のト

ンネル経路を構築し，M-SEARCH 要求を DA へ送信

する．この要求を受信した DAは，DMPの代理として

HNW内にM-SEARCHをマルチキャストし，DMSを

探索する．DMSから 200OKメッセージを受信したDA

は，DMSの実 IPアドレスに仮想 IPアドレスを対応付

け，メッセージ内に記載されている DMSの実 IPアド

レスを仮想 IPアドレスに書き換える．さらに，200OK

の送信元および宛先 IPアドレスを，それぞれ DAおよ

びMRの仮想 IPアドレスにアドレス変換して，MRに

送信する．MR はデカプセル化後，宛先を DMP の実

IPアドレスに変換して DMPへ転送する．これにより，

DMPは 200OKメッセージから DMSの仮想 IPアドレ

スを取得し，以後 DMPは DMSの仮想 IPアドレスに

向けて通信を行う．

MRは仮想 IPアドレス宛のパケットを受信すると，

DMS宛のパケットを転送するためのトンネルを新たに

DAとの間に構築する．その後，DAはデカプセル化後，

送信元を DAの実 IPアドレス，宛先を DMSの実アド

レスに変換することにより，DMSまで要求パケットが

到達する．以上の処理により，DMPを改造することな

く遠隔 DLNA通信を実現することができる．　

4 評価

表 1に遠隔 DLNA通信システムの比較評価を示す．

比較対象はMGW，M-WDおよび DMP改造方式とし，

導入面と汎用性の観点から比較した．

導入面においては，各方式とも宅内に追加の機器設

置を行う必要がある．MGW以外の方式は，宅外にも

新たな機器を設置する必要がある．M-WDは SIPシグ

ナリングを行うために SIPサーバが必要である．DMP

表 1: 関連研究との評価比較
比較項目 MGW M-WD DMP 改造

方式
MR 追加
方式

宅内の機器設置 必要 必要 必要 必要
宅外の機器設置 不要 必要 必要 必要
非 DLNA 通信の対応 × × ○ ○
移動透過性 × × ○ ○
LSN への対応 × × ○ ○
一般端末での利用 ○ × × ○

改造方式および MR追加方式では，NTMobile対応機

器のアドレス管理や，トンネル構築指示を行う DCを

設置する必要がある．さらに，MR追加方式はユーザ

がMRを保持する必要がある．

次に，汎用性の観点から比較を行う．MGWやM-WD

は遠隔 DLNA通信のために作られたシステムであるた

め，DLNA以外の遠隔通信システムとして利用するこ

とができない．一方，NTMobileを拡張した両方式は，

非 DLNA通信においても利用することができる．

DMPはコンテンツの再生中に移動すると IPアドレ

スが変化するため，通信が継続できないという問題が

ある．提案方式ではNTMobileを利用しているため，移

動しながらコンテンツを再生し続けることができる．

一方，近年では IPv4の枯渇対策として，LSN（Large

Scale NAT）の導入が検討されている．MGWやM-WD

では LSNにより想定されたシグナリングや通信ができ

ないと考えられる．それに対し，NTMobileを用いる両

方式では，NTMobile対応機器はDCと常時トンネル経

路を維持しているため，多段NAT環境においても確実

に NTMobileによるネゴシエーションを実現できる．

5 まとめ

本稿では，NTMobileを実装した MRを用いること

により，一般端末の遠隔 DLNAを可能とするシステム

を提案した．今後は，提案方式の実装と評価を行う予

定である．
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